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技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたしましょう。

今・
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題砂

学ミ

も77年
〆

りた産業まつ盛況だっ

月号

った干人ノマレードも20日に再開、

お母さんや fどbたちの大参加と

商工会の鐙獅 f、役場町スパーカ

がまつりの;~f圭を飾って、 iM進

今金にふさわしい雌況よりでした。

夏向名物行 ~J:\.に発展した 産業

まつ り は 7[nl日を迎え、事行者

天菌、ピ '/?1)市、野外出芸会、

愛犬展覧会主ど多彩な1mしに人出
がし、っぱい、また、雨で、中止にな
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『早
く
り
っ
ぱ
な
保

育
所
を
』
と
、
お
回
さ

ん
芝
ち
ガ
待
ち
望
ん
で

い
芝
町
立
今
金
保
育
所

の
新
築
士
事
ガ
、
こ
の

ほ
ど
今
金
公
民
館
の
解

体
ガ
終
つ
定
跡
地
巳
着

工
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ガ
完
成
す
る
と

現
在
よ
り
四
十
人
増
の

九
十
人
の
釦
兜
ガ
入
所

で
き
苦
す
。

/
 今
金
公
民
館
解
体
跡
地
に

九
十
人
定
員
の
保
育
所
を
建
設

現
在
、
市
街
地
の
保
育
施
設
は
通
年

制
の
問
立
今
金
保
育
所
(
定
只
五
十
名
)

と
昨
年
‘
稲
祉
法
人
と
し
て
設
置
さ
れ

た
函
館
カ
l
リ

Y
7社
会
杭
祉
協
会
の

今
金
小
百
合
保
凶

2
4
h六
十
人
)
に

今
合
五
寸
前
保
育
所
(
定
只
凶
十
人
)
の

一
二
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
今
金

保
育
所
は
昭
和
二
十
八
年
八
月
に
建
築

『

すべての土地の取引は

l;糊 I柑輔さ;養護I
許可や届け出が必要です

24年間町民tjLまれ
た今金公民館(写真下)

が解体され、新 LL'保育

所が明年4月に完成する

h
A
U

理
的
な
土
地
利
用
と
投
機
的
取

引
の
防
止
や
地
倒
的
安
定
を
め
さ
す
。

た
め
に

「国
土
利
用
計
画
法
」
が
昭
和

四
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
ぬ
行

き
れ
て
い
ま
す
が
、
故
近
担
'
属
け
取
引

で
出
せ
ら
れ
て
い
る
例
が
目
立
っ
て
き

ま
し
た
。
国
土
利
用
計
画
法
は
定
め
ら
れ
た

広
さ
以
上
町
土
地
内
売
日
な
ど
の
契
約

(
予
約
ま
た
は
代
金
を
払
っ
て
使
っ
た

り
借
り
る
と
き
も
同
じ
)
砂
子
る
と
き

は
、
売
る
人
も
買
う
人
(
貸
借
す
る
人

も
同
じ
)
も
土
地
の
売
口
弘
ど
の
子
定

伽
格
や
利
用
目
的
主
u
い
た
届
出
世
を

市
町
村
長
を
通
し
て
都
道
府
県
知

F
に

出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

周
け
出
が
必
要
な
土
地
取
引
は

マ
都
市
計
画
区
域
内
五
斗
平
方
じ
以
上

マ
都
市
計
画
区
域
以

外

(
民
業
、
森
林
地

域
は

一
万
干
方
訂
以

上
と
な
っ
で
い
ま
す
)

注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、

例
え
ば
良
地
と
山
林
、

原
野
を
一
特
に
取
引

し
ょ
、
フ
と
す
る
と
き
、

合
せ
て
一
万
平
方

υ

を
越
え
る
と
き
は
、

民
地
の
部
分
に
つ
い

て
は
民
地
法
第
三
条

で
汗
可
か
必
要
で
す

L
.
山
林

・
原
町
は

凶」
l

利
川
リ
川
凶
法
の

規制区域内での

土地売買許可の

L くみ

6 j~ /I\J以内に社可

又は不許可処分

こ円則IHJ内に処分

が行われない場合

は許可とみなす

当事費の住所氏名
土地の所1t及び耐鮒
権利の"別及ぴ内容

土地の干定価格
相周目的

その旭蛇屡府令に定める

事項

1

2
3
4
5
6
 

さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
で
は
老
朽
化
と

手
狭
の
た
め
維
持
補
修
に
多
孤
の
費
用

を
か
け
て
も
そ
の
機
能
を
充
分
に
来
す

こ
と
が
で
き
す
、
さ
ら
に
カ
メ
ム
シ
が

発
生
す
る
な
ど
、
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら

早
期
改
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
本
年
、
今
金
保

育
所
と
同
年
次
に
建
築
さ
れ
た
老
朽
公

民
館
を
解
体
し
た
跡
地
に
建
設
す
る
こ

と
に
し
総
事
業
費
七
千
八
百
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

施
設
の
規
模
は
、
補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ン
ク
平
屋
建
て
五
九
四
・
二
八

平
方
灯
、
収
容
定
只
は
九
十
人
と
な
り

現
施
設
か
ら
み
る
と
約
二
倍
以
上
の
大

き
さ
に
な
り
ま
す
。

(新しい保育所の平面図)許
可
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
計
画

的
取
引
の
場
合
は
一
回
の
取
引
商
船
が

少
な
く
て
も
合
せ
て
(
股
業
森
林
地

域
)
一
万
平
方
幻
以
上
の
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
開
け
出
を
し

た
目
か
句
起
算
し
て
六
迎
聞
を
経
過
す

る
ま
で
の
間
は
、
こ
の
届
け
出
に
か
か

る
契
約
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
許
可
や
朋
け
出
を
し
て

契
約
し
た
土
地
が
一二
年
以
上
た
っ
て
も

使
わ
れ
な
い
で
遊
ん
で
い
る
場
合
、
そ

の
土
地
が
周
り
と
比
べ
て
み
て
遊
ば
せ

て
お
く
こ
と
が
住
民
の
た
同
に
主
ら
す

j頼

内
部
は
各
室
四
七
八
八
平
方
H
川町

保
育
室
が
凶
室
と
一
六

0
・
四
七
平
方

灯
の
遊
戯
室
の
ほ
か
、
事
務
室
、
給
食

配
膳
室
、
休
旋
室
、
保
他
室
、
円
相
只
保

管
庫
、
ボ
イ
ラ
ー
室
な
ど
が
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
明
年
四
月
に
は
=
一
歳

未
満
十
八
人
、
三
成
以
上
七
十
二
人
、

計
九
十
人
の
保
育
児
が
入
所
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
職

μも
現
在

六
人
か
ら
保
母
三
人
、
調
理
土
一
人
が

助
長
さ
れ
、
合
計
十
人
に
な
る
予
定
で

す。/
/

 公
営
住
宅
十
二
戸

は
十

一
月
末
に
完
成

町
で
は
、
町
内
の
住
ρ
毛
み
要
に
対
応

し
て
年
次
ご
と
に
編
制
住
宅
な
ど
の
建

設
に
よ
り
住
宅
維
の
解
消
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
今
年
も
大
和
町
内
土
木
現
業

所
棋
に
工
事
費
五
千
三
百
九
十
七
万
円

で
一二
棟
十
二
戸
の
公
，
M
住
宅
を
建
設
し

て
い
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
一
組
四
戸
(
一
戸
当
り

五
七
・

O
八
平
方
幻
)
と
二
割
八
戸
(
一

戸
当
り
五
三
五

一
平
方
M
M
)

で
双
方

と
も
三
D
K
に
浴
室
が
備
え
ら
れ
た
現

代
向
き
の
住
宅
で
す
。

工
事
は
十

一
月
末
に
は
完
成
し
ま
す

の
で
、
町
で
は
十
月
中
旬
に
入
目
者
を

募
集
し
ま
す
か
ら
、
入
居
希
望
者
は
申

し
込
み
期
間
内
に
役
場
建
設
課
へ
申
込

告
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
{世v 電l

特
に
役
立
つ
よ
う
な
利
用
を
進
め
る
必

裂
が
あ
る
場
合
な
ど
、
こ
れ
を
遊
休
土

地
に
認
定
し
、
道
や
市
町
村
の
口
取
り

協
議
に
従
わ
な
〈
て
は
な
ら
な
い
措
也

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
国
土
を
総
合
的
に
し
か

も
計
画
的
な
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、

地
価
の
高
騰
や
乱
開
発
を
防
止
し
、
住

み
よ
い
地
域
社
会
を
建
設
す
る
た
め
に

'
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
前
可
申
前

や
届
け
出
を
忘
れ
な
い
ょ
っ
、
~
}
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
地
的
取
引
に
あ
た
っ
て
は
役
場
企

山
課
企
画
係
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

棚

線

を

守

ろ
、「ノ

d

国
鉄
の

合
理
化

町

議

会

で

反

対

決

議

国
鉄
J
H
山
局
で
は
、
制
削
棚
線
な
と
の

十
駅
で
代
物
取
り
披
い
を
廃
止
す
る
と

い
う
合
理
化
系
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

計
画
に
よ
る
と
瀬
川
山
線
で
は
、
今
金

町
内
美
利
河
、
花
布
、
位
川
、
今
合
駅

と
丹
羽
、
北
桧
山
駅
、
そ
れ
に
制
棚
駅

の
七
駅
が
五
1
三
年
三
月
ま
で
に
一向
館

本
線
的
特
定
駅
に
民
約
化
し
よ
う
と
い

う
も
内
て
す
。

こ
の
た
め
町
議
会
で
は
、
八
月
十
六

日
町
臨
時
議
会
で
①
住
民
に
不
便
を
か

け
る
だ
け
で
な
く
過
疎
化
に
州
半
を
か

け
る
②
町
の
法
幹
陀
業
で
あ
る
出
産
物
、

判
股
資
材
の
将
山
人
に
伴
う
コ
ス
ト
日

と
物
価
に
大
き
な
山
料
開
刊
を
及
ぼ
す
ー
な

ど
を
型
由
に
、
絶
対
本
服
し
慨
い
問
題

と
し
て
「
絶
対
反
対
す
る
」
と
い
う
決

議
を
し
ま
し
た
。

川
州
棚
川
柑
の
合
理
化
バ
凶
は
、
四
十
八

年
十
月
に
も
美
利
河
駅
の
無
人
化
、
花

石
駅
、
丹
羽
駅
の
代
物
取
扱
廃
止
が
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
沿
線
住
民
の
反

対
起
動
が
み
の
り
討
向
を
回
避
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
円
引
川
削
奈
は
瀬

棚
献
の
全
駅
が
山
崎
止
と
い
う
い
刀
取
で
す
。

湘
捌
線
に
住
む
も
の
の
ザ
川
の
門
事
山
品

川
古
池
桃
山
を
守
る
た
め
、
今
後
も
町
民
こ

ぞ
っ
て
反
対
辺
助
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

(
第
一
種
公
住
の
平
面
図
)

( 2 ) 

V
入
居
資
特
及
び
条
件

川
山
今
金
町
民
(
転
入
見
込
町
者
も
含
む
)

帥
現
に
同
出
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
税
肢
が
あ
る
こ
と

川
口
入
肘
申
込
者
及
び
同
居
親
族
的
年
間

所
得
が
別
に
定
め
る
収
入
恭
準
表
的

範
囲
内
で
、
収
入
の
証
明
が
得
ら
れ

る
も
の
に
限
る
。

同
収
入
基
叩
或
は
扶
養
親
校
数
に
よ

り
山
内
な
り
ま
す
が
、
椋
泊
中
世
叩
(
扶
養

税
鉄
三
人
)
で
計
算
し
ま
す
と
、
第

一

位
で
は
年
額
二
百
六
」
圭
一
万
二
千
円
以

下
(
月
級
二
十
一
万
九
千
円
以
下
)
第

二
位
は
年
制
ニ
百
五
万
円
以
下
(
月
制

十
七
万
一
千
円
以
下
)
の
所
得
で
あ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-v
入
居
子
定
者
の
決
定

申
し
込
み
者
数
が
募
集
戸
数
よ
り
多

い
と
き
は
、
町
公
営
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
会
的
審
議
を
経
て
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。
そ
の
他
鮮
細
は
建
設
課

建
築
係
へ
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

10月-12月

赤い羽根共同募金運動

たすけあいを

大きな輪に:涼
秋の火災予防運動
10月15日-31日

b定ばこの投げすてはやめよう

b暖房器具は正しく使おう

( 3 ) 



企家族ぐるみの参加で堂々と入場行進する商工団地チーム
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ズポーツの紋を満喫

前
日
内
大
雨
も
か
ら
り
と
附
れ
あ
が

っ
た
九
月
四
目
、
町
体
育
協
会
、
町
内

郁
治
迎
合
会
共
催
の
第
二
十
三
回
町
民

体
育
祭
が
今
金
中
学
校
ク
ラ
ウ
ン
ド
で

践
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
町
内
会
ご
と
に
テ
ン
ト

が
張
ら
れ
、
各
チ

l
ム
の
陣
曜
は
家
族

ぐ
る
み
の
出
場
で
熱
気
が
い
っ
ぱ
い
。

こ
と
し
は
、
昨
年
内
十
三
チ
ー
ム
に
商

工
団
地
、
御
山
断
、
寒
口
升
、
極
川
、
八
束
が

新
た
に
参
加
し
、
十
八
チ

l
ム
か
ら
二

千
人
を
超
え
る
大
選
手
団
が
心
か
ら
ス

ポ

l
ソ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
そ
。

開
会
式
の
あ
と
小
学
生
町
牢
S
民
刷
徒

苗
走
か
ら
ス

F
ト
.
午
前
中
は
λ
車

チ
l
ム
が
独
走
、
白
け
じ
と
ば
か
り
追

い
や
る
各
チ

i
ム
が
十

一
位

同

一

戦

を
繰
り
広
げ
、
最
終
の
年
齢
別
リ
レ
ー

に
は
み
ん
な
総
立
ち
で
応
援
、
会
場
は

寸そ
れ
行
け
F

ガ
ン
バ
ゴ
ア

i
L
と
拍

手
と
大
歓
声
が
い
っ
ぱ
い
に
こ
だ
ま
し

ま
し
た
。
総
合
如
何
占
、
の
結
果
、
地
力
を

発
揮
し
た
大
和
町
チ

l
ム
に
が
い
歌
が

あ
が
り
二
連
勝
を
獲
得
、
挫
優
勝
は
未

広
町
、

三
位
八
束
、
四
位
は
極
川
チ

ム
で
し
た
。

ぐるみの体育祭町民総
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企ゴール寸前の追いこみも足が上ら血3人4脚議 rρA見えない標的に向って奮闘する宮本武蔵

テ 高
ニ 美
ス公
コ 園
l内
トσコ
完 町
成 民

品4
・J宅、吋レ汽子、v"、シ川ト吋レペト吋レバP、シ川F可レペト、争月~レ汽ト吋v"、vト吋レ月ト可v"、シペ~可レペト吋レペ~τR吋レペト吋ντ

人ニ u待 平でか材 | てと
がス '--'Cfl九 方 、リをこトい 株
熱大後の月 11広で張町がた昨笠
峨 会 、コ 十 にさもつコ 完 之年か
をか 1m I八二 はすた l成町かな
繰 D"Jt.ιf 日商縦ぐコ ト L美ら憩

a りか八日目にの ・ 手1) Iはま公総い
.. 1.L.:れ十 き はコ被用卜樹し間 合 の
げ‘周が、 l四で而 1)旨た ど 体広
ま 年 行 テト十きで系 。内有場
し 般記わニが よfるす町 内館を
た 9J念れス吾、近の蝉 テ 1買っ
。立町た愛立 千 代で性 ニにく
PLJ [" _ 好正六地 下日制 ス逃ろ
!テ 写 者九百設上装 コめつ

.... 
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日電i
全
町
内
の
お
年
寄
り
が

一
同
に
集
ま

っ
て
楽
し
い
一
日
や

T
と
、
九
月
十

一

日
開
基
八
十
周
年
記
念
行
事
の

『敬
老

の
つ
ど
い
』
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
降
り
で
し

た
が
町
の
?
イ
ク
ロ
パ
ス
や
乗
用
車
で

の
送
迎
で
三
百
六
十
人
の
お
年
寄
り
が

参
加
。
舞
台
で
は
佐
々
木
基
時
一
行
町

民
話
シ
ョ
ー
が
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ

ら
れ
、
お
年
寄
り
も
盛
ん
に
手
拍
子
を

打
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
な

お

席

上

で
町
内
右
住
七
十
年
以
上
の
老
人
百
八

十
人
に
河
川
川
町
長
か
ら
感
訓
状
と
記
念

品
が
附
ら
れ
ま
し
た
。

八
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
を
慰
問

九
月
寸
五
日
は

「敬

E
の
日
」
。

町

こ
れ
か
ら
は
、
総
合
体
育
館
と
同
様

一
般
に
開
放
さ
れ
ま
す
の
で
、
残
り
少

な
い
附
天
下
を
有
立
義
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
コ

ー
の
使
用
は
次
の
と
お

り
で
す
。
お
互
に
き
ま
り
を
守
っ
て
楽

し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

マ
コ

l
ト
の
開
政
日
は
総
合
体
育
館
と

同
日
と
し
午
前
九
時
よ
り
日
没
ま
で

(特
に
釦
長
が
認
め
た
と
き
は
別
に

利
用
で
き
ま
す
)

マ
利
用
者
は
総
合
体
育
館
事
務
室
で
利

用
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入
し
鍵

を
受
け
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
一
般
町
民
開
放
と
団
体
開
放
に
分
け

て
行
い
、
凶
休
利
用
の
場
合
は
七
日

前
に
巾
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
テ
ニ
ス
シ
ュ
ズ
ま
た
は
ア
y
プ
ン

ュ
l
ズ
以
外
の
版
物
は
村
一刀じ、

室
内
用
を
使
用
く
だ
さ
い
。

ヤ
コ

l
ト
の
中
で
は
喫
煙
、
飲

食
を
然
じ
ま
す
。
コ
l
卜
外

の
休
恕
所
を
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
利
用
者
が
多
い
と
き
は
、
お

互
に
ゆ
ず
り
合
っ

て
使
用
く

だ
さ
い
。(
特
定
の
利
用
者
が

占
有
す
る
こ
と
を
祭
じ
ま
す
)

マ
使
用
後
は
、
ホ
ー
キ
で
全
面

を
円
聞
い
て
か
ら
総
合
体
育
館

事
務
主
へ
鍵
を
返
し
て
く
だ

さ
い
。(
こ
の
コ

l

J
は
特
殊

資
材
を
使
っ
て
お
り
定
期
的

な
水
洗
を
し
ま
す
の
で
ご
協

力
く
だ
さ
い

)
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で
は
毎
年
、
八
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り

の
長
存
を
祝
い
励
ま
そ
っ
l
と
、
敬
老

町
日
を
記
念
し
て
町
長
が
各
家
庭
を
訪

問
し
ま
し
た
。

こ
と
し
も
最
年
長
内
西
ン
マ
さ
ん
を

は
じ
め
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
益
々
達

者
な
毎
日
を
過
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
訪
問
し
た
八
十
八
歳
以
上
の

二
十
一
一
人
に
は
町
長
か
ら

一
万
二
千
円
、

八
十
歳
以
上
i
八
十
七
歳
ま
で
の
百

十
三
人
に
は
六
千
円
の
敬
老
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

，
ま
た
、
今
年
米
舟
を
迎
え
た
矢
内
7

サ
ヨ
さ
ん
ら
十
人
に
は
知
事
か
句
記
念

品
が
贈
ら
れ
大
喜
び
で
し
た
。

八
十
八
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略

・
年
齢
順
)

西
Y

7

(
凹

代

田

歳
)
笈

μ勝
凶

郎

(日
進

・
肝
歳
)
木
井
位
次
郎

(本

町

・
珂
歳
)
目
下
ち
さ
と

(御

M
-
M

歳
)
白
川
キ
セ

(昭
和
町

・
川四歳
)
竹

内
ム
ラ

(八
束

-M
歳
)
村
端
ち
る
日

(花

石

部

歳

)
千
葉
り
の

(稲
聴
・
位
歳
)

大
平
か
な
え

(鈴

金

目

歳
)
聯
合
久

左
エ
門

(稲副部

・
叩
歳
)
山
北
彦
十
郎

(未
広
町
田
成
)
背
引
な
を

(花
石
・

叩
収
)
川
畑
と
み

(純
川

佃
歳
)
今

町
キ
ク

(花
石
町
出
歳
)
大
合
而
弘
治

(唱

和
町

・
槌
哉
)
安
藤
一
ア
ル
(
神
丘
剖

歳
)
加
藤
コ
ウ

(花
石

・
田
歳
)
凶
刈

f
つ
る

(鈴
同
部
歳
)
笹
凹
キ
ク

(八

幡

町

回

収
)
藤
代
つ
ね

(八

束

国

政
)
新
谷
係
平

(南
栄
町
田
歳
)
矢

内
7

サ
ヨ
(
日
の
出
町

-
邸
歳
)

( 5 ) 



桧山代表の今金町が初優勝

八
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
、
札
帆

中
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
た

第
二
十
八
回
全
道
官
年
大
会
で
、
今
金

町
内
青
年
女

f
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
比
引

優
勝
し
、
全
国
大
会
へ

の
出
場
が
決
ま

り
ま
し
f、

全国大ι

はlぎ23青年女子バレーボール

B
H
年
女
子
パ
レ
チ
l
ム
の
全
道
出

場
は
今
問
で

h
皮
円
河
川
年
同
大
会
で

第
三
位
の
成
純
だ
っ
た
だ
け
に
選
手
一

同
町
健
勝
向
感
激
は
ひ
と
し
お
ド
、

大
会
的
対
戦
チ
l
ム
は
後
七
心
|
及
川

市
i
北
凡
市
か
句
…
叩
決
勝
の
雨
空
知
(

亦
千
市
)
、
決
勝
は
伊
達
市
と
み
ん
な

庁
ト
止
の
大
き
い
必
下
が
二

三

人
は
い

る
強
敵
ば
か
り
、
決
勝
戦
で
は
一
セ
ン

ト
(
幻
対
悶
)
二
セ
y
ト
目
(
泣
対
初
)

同
大
接
戦
で
優
勝
を
仙
世
間
吋
し
ま
し
た
。

監
督
の
石
井
市
雄
さ
ん
は
、
「
晶
心
な

小
村
山
附
引
コ

l
チ
の
も
と
で
続
け
た
鰍

山
首
門
出
が
突
を
結
び
、
特
に
ポ

ル
を
姶
ヴ
フ
ァ
イ
ト
が
攻
幣
に

つ
な
が
っ
た
」
と
催
勝
同
点
び

を
必
る
ヰ
つ
に
ぷ
小
l
ル
に
円

存
を
か
け
て
ω

今
日
J
U
猛
練
習

に
励
も
ガ
ァ

y
な
K
F巡
下
は

十
一
月
十
日
か
句
聞
か
れ
る
全

川
大
会
で
も
、
パ
レ

l
l川
い

ま
か
ね
の
実
力
を
忠
一
フ
存
分
発

仰
す
る
ニ
と
が
則
山
内
さ
れ
ま
す
.

今
金
町
の
選
手
は
次
の
お
々

で
す
。

騒抱揺認福富露撞掴

全
国
大
会
出
場
が
決
ま
っ

た
今
金
町
チ
l
ム
の
皆
さ
ん

Jj金を支払日ごとに日動的に郵便貯金

に聞け入仇る「年金，.，拘お畳取Jti金(
油市川金~町出作聞け入れ)円取岨い
をLています.
この防』金には、，人的ような使判さと
の手IJな，.，.があっますa

1> "三金的玄払l別舶臼!こi'I:lJJ白Jに貯金口
血へ制リ込まれ、そ町円町制子がつ
きます.

b 支払日向iM推する窓口へ行かな〈て
もf五日開合的よい時に通帳記入をす
れば、文弘い"に受け取ったと 同じ
ことになリまー寸.

1> flJ車は il~3 . 38%で出し入れ日山です
か勺必弘Fなと主に必叫'"制だけ';1~ 
山Lて拙ヲことができ、ムダがな〈
なリます.

f 蛇さは-UH~町人請求。 r~ と年金，liE ，\ I }
Itけい辿艇を窓口へ-t:~'d! l してくたさし、。

(町内各郵便日)

.消費生活用製品安全法

且たちが日市山う生的IIJ製品に

よる事故を未然に防ぎ、危-，1;:町立

いよヴに胤制した ri自'{!生活IIJ梨

品"9:全法Jによ って、J)U，まで11:

11なべ、圧力がまなど 91';1'， Flが特

別製品として政令指定さ札ていま

す。この 9Ifl， FI内製造は、そE録1;

Jサに正中適合や 11主輪伐の晶坊に
よって轍;iLと引式的J承認制肢を設

けてチェソク こ町制度に作杭し

た製品に 'sマークj をつけるニ
とになっていますし この7 ーク

のない裂SIltを版/eすることは出来
ないことになっています.

また、こ円安全法によ勺て型41171

安全協会が設け均れ、この協会が

特;LITz目的9:日 目を古む剖品を認
定出品lこJ肯定して {"川町に也市
のないような裂品必定)，~î~j を l古け

て出品を柏世L、これに介枯した

製品に 'sGマーク」をつけて附
必するように Lています。

)jーに L's GマクJ の別品
によって 'jc故が起った場合I立、協

会がそのIJl'hを!日11lすることにな
っていますグ〉て¥'ICM(ヵυ1'.じたと
きは速やかにJ(lj総務課またはi直

前世呂センタ に1，11け:1¥くださ".。園e
S'ーヲ{度目指飲料 SGマーク sマ ヲ

( 6 ) 

j肖資生活だより
主
将
H
U
今
別
む
つ

F
(教
委
)平
沢
千

代
江
(教
安
)波
辺
美
弥
子
(股
協
)渡
辺

美
智
子
(
教
委
)
赤
川
也
チ
(絵
山
北
古
川
)

村
上
厚
乙
J
(

山
首
)
渡
辺
文

F
(
日
本
生

命
)
中
川
明
美
(
円
JU)
螺
良
近
千
(
民
協
)

村
瀬
良
子
uu持
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
(
民
協
)

固
感
謝
し
ま
す
固

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
預
託
ク
払
い
出
し

マ
相
川
神
川
院

(
叩
洲
町

)
Fら
七
万

五
千
七
百
円
を
町
社
協
へ
、
各
七
万

円
を
州
は
が
凶
と
光
町
虫
学
凶
へ

マ
商
工
会
財
人
部
か
ら
産
業
ま
つ
り
ピ

ー
ル
会
錆
合
弁
一
万
円
を

m
M闘
と

光
の
里
学
閲
へ

マ
大
合
作
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら

三
千
円
を
光
同
盟
学
図
、
二
千
円
を

小
背
骨
保
有
幽
へ

マ
桧
山
北
高
生
徒
会
か
ら
学
校
祭
の
ガ

ラ
ク
タ
市
必
上
金
各
二
万
七
下
占
有

円
を
む
行
困
と
光
の
里
学
園
へ

守
地
芳
雄
さ
ん
(
市
川
栄
町
)
か
ら
や
っ

め
四
十
八
匹
を
光
町
旦
宇
凶
へ

ーあすの食植を考え る博覧会開憧
Fみ町 り町伏崎町叩n8円から '8Hま
で町11n HU 札帆di)J史的近J.i.Nt1':; J¥ 
退会場で'.;，す肉食料iを与える博覧会』
がl刻カれます。.

ニ的問~.↓企では、近年町 f:r 11，t /1lJ回向
'1$態を制介するはか テーマゾー/で

ft町北地北海道向性『切と-1，米他 人間
何処知lによって限 リある世相を どれだ

け刷やせるかなどを r私たち町立附と

l:.iliJをノイノテー?に LてlιμL泊
l( 1人 1人に身えても句お?といつも

内です。このほか向社内向品展'1、、 μ11
:.'.::.料理~lIt il'l全ゃ rIt--i出大l控展， (， 聞
かれます.また (1共のためにチピッ子
ゾ-/的地 Lい}ム3必や入場内にi志向日

ギ依商品が吋たるtJlJ選コーナιあリま
" 
人2ι料は大人 450川小人 250JlJ、
l羽体10人以上 3凶川o liij./.:.券は北海タ4ムス町俗文社川と眠υ'i;1r';で引しま

(ヒグ"?)~が、冬 JIJ~ljíjのエサを求的て、
人・Hj!i:<にfll世 Lます. Lかも 食祉
が日王捕で倦nも1"1.になっている町が
特徴ですので とヲぞ、 11，草取りなど
でJ!ijイf林に入られる時は‘ヒグマによ
る不川町'1与故をな〈すた的 次円こと
を1ってく l'さい.
P祉を守門 的背件以 M当区 "務所l喋
}折、入林手枕I')rなどに伝寄り 入林-n
名簿に l記入しヒグマについての的概念

どをlJH¥.、てカ‘均入N-LまLょう.
b八林する昨は、 2人以」で行急 1人
JJよさはペコゲ》ま Lょっ .
1>1<食f義的叫削主どは;持t:，Tll1って、
あと"掛さないように Lょう肉
bヒグ?と円辿遇、 1M~'fr τF i\!i:~: c'危陥
i><:1H肱.i2.Lたh近よ h ないように
Lて ド山後、日柿将111.吋灰 ，，，:;掛
に辿鰍Lてくださ」、今:;E'f¥仲消〉

畳I.lJ. .((1.的リなと脚や山へ11¥かける惜
会が多〈なりまず.

仰l今、耳町11¥1山県にいた勺11オヤン

.第2次大戦軸没者踊魂33田島慰宣車
の参加者募轟

.1tifli.ili:連イト泊!li告では、 ζ とL.33j1IJ 
8を迎えるに "'1り、ょi1l!li円 }j々 とと
もに全辺l(あげて英主的制.，'，~を右な〈
きめL. .，斗It的 ~h、金輯たにするた的
..j t~~~帥にむうて噌京都を行います一
手?をはじめl見H平行町ご参加!日 λま

b慰 ι巡持JtlJIIIJ IOJJ27-IIJ/IH 
1> -ttJ1I 札叫克荷でIIJi9T-JlJ 
b畳H q，し込み合 2}j円を師えて札
蝿，liq，リと匹rH1条州10TH北海タイ
ムス社内」じiht帥331!11忌怒川県帳に 9
月301.1までです.

b細部は役哨耐祉課へおIHI¥.、介せ <I.! 
さい.

-年金自動B受取貯金のご利用を

郵悦}"Jでは}'/.'I::..勾 11や同fUI全町船

-悩みごとの聞惇梧料相肢を聞惜

両町』仲協会辿合会では生日 l同法
印刷係て'お悩みの }jに訓悼行j品を!O}-j

3 U午;iiiIO時から午後 4II，~まで闘fl(セ
ンターでIJIIきます.

i 地主ß物金叫rtH\' 、定辿，"!~によ
るIW.':'lkHftをめ〈ーる Lのや夫輔、組 f
関係円相蛇など なんらか町もめごと
"liるみごとで Jj回 り町方向ために弁必 !
と訓停畳uがm.剖ニ応じます.j月IJ袋I
町陪衝は昭〈壬1られ 料金は常料です.

IJJjるい生日を4るために'"岨な〈 ζ 相l
J会〈だき L、。(刷剛占体協会)

-押蝿事触と密祖の防止

本i庄では lO)JIHか均時蝋ンーズ
ム〆に入ります.持蝋は，.，開に現Lむ拙
wなスポ-"/tいわれていま Fが.f!!: 
院な蝋Hを拙ヲことから 1ff年同止ょ
に，"位が克'kLています.
作蝋者はiJ令などで訂された』正しい
狩臥を行し、 昨日"外的克砲、品問保週

地区などで的違法なlln~貨に並立すると
ともに、叶航者I，.J占が7Iに注意をIIIび
かけ、 i主反町防止に，しがけてください.

念
品
ハ
ソ

え

リ

取

迎

な

来

を
に
山

へ
秋

師

が

ん

町
吟
十
ん

き
つ
る
さ

皆
実

た

皆

る
と
わ
、

れ
公
え
は

ら
空
は
間

入
た
が
叫

に

ウ
躍

的

林
き
紅
こ

有

み

と

・

固
す
山
た

圃

一
L

有珠山噴火災害義復金ありがとうございました。/
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い
う
〈
ら
い
の
声
が
、
か
か
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
.
三
、
四
年
生

の
子
に
は
‘

目
あ
て
を
与
え
る
町
で
は

な
く
、
目
あ
て
を
立
て
さ
せ
る
タ
メ
内

助
百
や
、
子
ど
も
の
立
て
た
目
あ
て
が

退
行
で
き
る
よ
う
な
助
言
や
協
力
を
税

が
や
る
べ
き
で
し
ょ
、

1

「
オ
カ
ア
サ
ン
、

ミ
テ
テ
チ
ョ
ウ
ダ
イ
ネ
日

と

第

1
コ
l
ス

目
あ
て
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
コ
ト

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
八
月
号
で
小

ザ
校
内
一

・
二
年
に
は
、
た
だ
「
勉
強

し
な
さ
い
」
と
い
う
だ
け
で
な
〈
、
勉

強
の
目
あ
て
を
判
明
が
与
え
、
そ
の
日
あ

て
に
向
か
っ
て
短
い
時
間
で
い
い
か
ら

集
中
さ
せ
る
こ
と
が
指
却
の
コ
ツ
だ
と

申
し
上
げ
ま
L
Pも

A
F
凡
U
V
に

は

三

・
問
年
以
上
の
子

ど
も
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

-v
小
学
校
の
三
、
四
年
生
に
は
、
目
あ

て
を
立
て
さ
せ
る
の
で
す

二
年
生
の
こ
ろ
に
は
、
目
あ
て
を
持
つ

コ
ト
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
か
ら
二
年

生
の
終
わ
り
に
主
れ
ば
、

「
ポ
ク
、
キ
ョ
ウ
ペ
サ
ン
ス
ウ
ノ
、

モ
ン
ダ
イ
ヲ
、
ヤ
ル
ョ
。

コ
レ
カ
ラ、

一
ジ
カ

ン
ベ
ン
キ
ョ
ウ
ピ
ア
、
ソ
レ
カ
ラ
、
ア

ソ
ピ
ニ
イ
ク
ワ
。
イ

fγ
ン
ョ
ウ
。

L

「勉
強
っ

て

ど

ん

主
計
画
か
、
お

か
あ
さ
ん
に
も
教
え
て
ほ
し
い
ワ
己
と

い
う
関
心
を
一市し
、
計
聞
を
向
い
て
や

る
努
力
を
忘
れ
な
い
コ
ト
で
す
。

V
五
・
六
年
生
以
ょ
の
子
に
は
、
勉
強

の
し
か
た
に
つ
い
て
聞
く
コ
ト
で
す
。

目
あ
て
は
子
ど
も
の
於
任
で
立
て
さ

せ
る
の
で
す
。
勉
強
の
あ
と
、
ど
ん
を

制
べ
万
を
、
ど
ん
主
目
あ
て
で
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
‘
と
い
っ
た
点
を
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。

(仲
正
小
学
校
長

ト
ケ
イ
ヲ

四
世
良
抗
)

寸呆健コーナ一、 i 
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u
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u
ロ
M
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口
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日
家
庭
で
の
愛
情
と

い
た
わ
り
の
気
持
を

我
が
図
は
、
山
叫
柏
、
白
石
速
に
市
齢
化

社
会
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
リ、

老
年
人
口
の
絶
対
数
は
著
し

く
増
加
し
、
こ
れ
に
家
庭
的
い
わ
ゆ
る

紋
家
族
化
及
び
国
民
の
扶
英
意
識
の
変

化
が
加
わ
り
、
老
人
問
題
は
ま
す
ま
す

深
刻
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
九
月
↓
ぶ
目
的
「倣
年
の

H
」

を
機
会
に
、
主
人
的
人
怖
を
め
ぐ
る
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

法
務
中
刊
の
人
椛
擁
護
機
関
と
全
国
に

配
也
さ
れ
て

い
る
一
万
余
人
の
人
権
擁

謎
委
員
で
は
人
権
忠
忽
町
佐
此
品
仰

の
た
め
の
啓
発
活
動
、
人
怖
い
M
犯
事
件

の
測
す
此
処
刷
、
人
倫
相
談
、
作
H
凶
ポ
に

対
す
る
訴
訟
扱
助
主
ど
国
民
的
基
本
的

人
砕
を
擁
護
す
る
た
め
の
活
動
を
仏
像

的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
老
人
問
題
の

深
刻
化
に
伴
い
、
主
人
的
人
柿
問
題
に

強
い
関
心
一
安
持
っ
て
、
そ
の
憐
議
と
政

治
に
政
大
の
努
力
を
払
っ
て
い
ま
す
。

t
人
に
対
す
る
人
怖
い
旧
犯
が
刊
数
は

さ
ほ
ど
多
く
は
あ
リ
ま
せ
ん
が
、
老
人

が
一
般
的
に
忍
耐
強
く
述
出
が
ち
で
あ

り
、
ま
た
、
あ
さ
り
め
や
す
い
う
え
、

事
を
抗
り
だ
て
て
い
れ
態
を
不
利
に
し
た

く
な
い
と
か
、
家
位
内
の
も
め
こ
と
を

ぷ
さ
た
に

L
た
〈
な
い
と
い

っ
た
心
血

が
働
く
こ
と
、

人
格
品
流
的
不
足
主
と

を
巧
手
什
わ
せ
る
と
、
な
お
相
当
数
の

事
件
が
出
消
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

主
人
に
対
す
る
人
椛
似
犯
事
例
を
内

特
別
に
み
て
み
ま
す
と
、
家
庭
内
に
お

け
る
冷
遇
出
待
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次

に
近
隣
者
の
い
や
が
句
せ
、
近
隣
町
括

的川
e
u
m
品
川
等
に
よ
る
住
川
町
千

muIU

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
老
人
に
対
す
る
人
附

μ

持
の
原
凶
は
、
主
と
し
て
主
人
と
家
政

あ
る
い
は
近
隣
者
と
の
間
的
価
他
叩
闘
の

差
、
感
情
の
く
い
迅
い
な
ど
か
こ
う
じ

た
結
来
日
中
寸
に
よ
る
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す

が
‘
被
持
者
で
あ
る
主
人
川
に
も
反
併

す
べ
き
山
、
が
見
受
け
ら
れ
る
場
ム
ロ
も
多

い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
老
人
を
め
ぐ
る
人
権
内

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
特
に
家

庭
生
活
町
中
に
お
い
て'水
朕
く
る
み
の

主
人
へ
の
思
い
や
り
が
必
咲
で
あ
り

同
時
に

t
人
が
判
っ
て
い
る
mv
パ川な
純

験
と
知
織
を
前
川
す
争
心
叫
に
お
い
て

ι人
が
ふ
さ
わ
し
い
役
訓
を
作
つ
こ
と

も
、
老
人
的
弧
拙
感
や
雌
外
感
を
綬
和

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

。
老
人
問
題
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
町
の
老
人
桁
川
相
談
以

に
友
持
。
γ
次
郎
さ
ん
(
附
川
)
が
お
り

ま
す
の
で
お
れ
軒
に
ご
相
品
く
だ
さ
い
。

、住民のillJJ態

，jrj}jに
比べて

人 11 ~). 45~1 ( 1 :~ ) 

リ 4.6l8(+ 1) 

1;: 4."31 (+2) 

111' ':l~' 2、67:l('.1) 
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。
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

ム
山
雌
平
政

(止
政
日
比
川
H
)

川

林

T
h作
(、的

一

-
k
)
附

i刊Tf~ 

克
行
北
出
迫
今
金
町
役
時

=広級=

トヒベソクス

一

ノ

一

一
・
各
行
事
に
熱
演
の
自
衛
隊
音
楽
隊

一

一
川
年
、
結
成
ま
も
な
い
位
上
自
街
隊
一

一
一
向
館
駐
と
ん
地
内
背
楽
隊
が
産
業
主
つ
一

一
り
の
色
ど
り
を
飾
っ
た
が
、
今
年
も
町
一

-
の
安
心
で
内
求
。
駅
前
作
品
妹
内
で
タ

一
涼
み
の
町
民
に
刷
切
れ
の
よ
い
メ
ロ
デ

一
ー
を
聞
か
せ
た
ほ
か
、
中
学
校
野
球
大

一
会
町
市
街
地
パ
レ
ド
、
八
月
十
五
日

一
内
戦
没
者
慰
主
祭
(
万
点
)
に
お
い
て

一
も
笠
山
な
山
目
今
披
践
し
て
参
列
し
た

で
慢
の
管
局
っ
て
い
た
。
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